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1．事業のアウトライン
　「民話による初等教育支援事業」は、SVA
（シャンティ国際ボランティァ会）とUNV
（国連ボランティア計画）との共同事業とし
て実施され、人口の96％が少数民族であるラ
オス南部のセコン県において、小学校教員を
対象に「生徒との対話」をテーマに2年間に
4回のワークショップが行われた。この「生
徒との対話」というテーマは、いわゆる僻地
ということで教師の数にも質にも不充分さを
きたしていること、また教師となるのは低地
ラオ族が主であるため、少数民族の子どもた
ちとのコミュニケーションも言語の壁があっ
て難しく、結果として子どもたちが学校に来
なくなり、教育及び共通語としてのラオ語の
習得が中断され将来的に不利益を受けること
になる。このような教育環境の改善策として、
子どもたちが楽しく学べる簡便な教材の紹介
と、楽しく学べる手法の紹介をワークショ．ッ
プを通じて実践的に行うというのが目的であっ
た。
　肝心要の教材としては「民話」が選ばれ、
4回のプログラムが決まった。ゴールは、暮
らしとともにあり物語の宝庫である民話の大
切さを理解してもらった上で、先生たちに各
民族の民話を集めてもらい、ヴィエンチャン
での人材養成プログラムと協力しあいながら、
民話集と民話紙芝居を謄写版で製作・提供し
授業に役立ててもらうこと。そのほかフラッ
シュカードという絵と文字が書かれたカード
や、セコン県の地図、日本で出版されている
各国の絵本にラオ語のシールを貼り付けた絵
本の提供等もあり、それらの使用法の紹介も
加えられた。
2．第1回目に参加して
　この事業に私は昨年と一昨年、ワークショッ
プの第1回と第3回に友人の増山正子さんと
二人で参加をさせてもらった。第1回は子ど
もと本の専門家として、またSVAの代議員
でもあることから委嘱を受け、第3回は事業
の動向が知りたくボランティアとして参加を
した。
　第1回目は教育の重要性（教科書はもちろ
ん教材は皆無がほとんど、給料は安くそれす
ら遅配という中でがんばっている教師たちヘ
エールを送ることしかできなかったが）、民
話の重要性と民話をどのように教材として使
うかを、民話の絵本や紙芝居を受講生と楽し
みながら確認していった。語りはもちろん、
わらべうたや手遊び、劇等の手法も取り入れ、
また長老（私より若いことがわかり思わず苦
笑）に村の民話を語ってもらう時間を設けた
りしながら、民話というシンプルな素材がど
んなに子どもたちの言葉や心や経験を豊かに
してくれるか、共同体の中での知恵や人との
関わりを教えてくれるか、そして何より教材
として子どもたちと楽しみながら次の教材を
創り出してゆく力があるかを、一生懸命語ら
せてもらった。
　最終日に実践のため訪れた小学校では40名
ほどの先生が民話を語ったり、手遊びを取り
入れたり、劇にして子どもたちも参加させた
りと実に楽しげに成果を披露してくださった。
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先生はどちらかというと怖い存在と思ってい
た子どもたちが大喜びしたのはもちろんのこ
と、子どもたちの楽しげな顔に先生たちがま
た刺激されと、実に嬉しい一日となった。
3．第3回目に参加して
　一昨年のこの経験がこたえられず、昨年も
また二人で出掛けることとなった。第3回目
は紙芝居作家の藤田勝治さんの補助役として、
ラオスの民話に基づいて藤田さんが製作され
謄写版で刷った紙芝居『神様とふんころがし』
の色塗りのお手伝い（クレヨンを使うのが始
めてという人が大半）をした。このラオスの
民話が楽しいので少し紹介すると、神様がチュッ
チィという虫に人間に一日に3回食事をする
よう、一日に1回トイレに行くよう伝えるよ
うにと言うが、間違えて一日に1回の食事を、
一日に3回のトイレをと言ってしまう。神様
は人間の世界がウンチだらけになってしまう
と怒り、人間のもとでウンチの掃除をするよ
う命じる。こうしてチュッチィは「ふんころ
がし」と呼ばれるようになり、今もウンチを
コロコロころがしている、という話である。
　またこの回は配布用の絵本があったので、
改めて読み聞かせの重要性についての話、な
ぞなぞや絵かき唄の紹介、『三びきのやぎの
がらがらどん』を使ってのアニマシオン等を
試みた。増山さんが世界各地のなぞなぞや絵
かき唄を調べてきてくれたが、奥行きの深さ
に改めて二人で感動してしまった。これらも
「おおきなかぶ」の劇遊びが始まった
大切な文化財と言うと参加者は驚いた顔をし
たが、前回と同じく小学校での実践ではなぞ
なぞと絵かき唄が続出した。絵は描いたこと
がないと言った先生が大半であったが絵かき
唄風にやると結構描けることにこちらもびっ
くりした。藤田さんからこんなに自然と付き
合っている人たちに描けないはずはないよと
言われ納得。
　3回目は第1回目の時にうかがったダクチュ
ン郡ともうひとっラマム郡も訪れたが、明け
方子どもたちが歌いながら水汲みや顔を洗い
に川へ出掛けていくのを、さわやかな思いで
毎朝見送った。私たちも川での水浴や村の結
婚式に招かれたりと始めての経験をいくっも
することができた。
4．民話という素材の素晴らしさ
　私が明治大学で担当している「児童サービ
ス論」や「読書と豊かな人間性」でも民話を
大切な児童資料として取り上げているが、ラ
オスでの二回のワークショップで改あてその
豊穣さに触れた思いがする。生まれ育った土
地の言葉や物語、文化等々が凝縮されている
とともにラオ語の文化をも受容できる。読ん
で良し、語って良し、演じて良し、遊んで良
し、描いて良し…の民話。そして民話の世界
の根底にある語り聴くという営みはおのずか
ら人との密度の濃い関わりを持ち、語り手の
肉声に守られながら、心は自由に一人一人が
物語を思い描くことができる。
　少し横道にそれるが、昨年の胸ふさぐ一連
の事件の中で、何かしなければ歳を越せぬと
ラオス行きの増山さんと二人で急遽喫茶店を
借切って、「世界の子供たちの平和を願う語
りの会」を開き、絵本の読み聞かせ、詩の朗
読、ストーリーテリングを行った。静かな集
いであったが、集まった人の心の中に平和を
願う思いのしずくがしたたり落ちるのが見え
た気がした。
　民話というすぐれた素材に感謝しっっワー
クショップをこなしてきたが、民話に込めら
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「おおきなかぶ」の絵本を楽しむ先生たち
れた世界や人間の有りようを、語り聴くとい
う体験の中でもっともっと日本の子どもたち
に伝えていきたいと、ストーリーテラーの一
人としても改あて思ったことである。
5．多文化の中で育つ図書館活動
　ラオスは確かに貧しい国ではあるが、人も
自然もやさしく、織物の美しい食べ物の美味
しい国である。どこの国にもその国らしいす
ぐれた文化があり、暮らしがある。司書や司
書教諭を目指す学生諸君にはできうる限りさ
まざまな国に興味と関心を持ち、ぜひ訪れて
みて欲しい。図書館活動は誰もが自由に平和
に学ぶことを保障する活動である。
　とりわけ子どもたちはそのための大きな権
利を持っている。図書館という現場の規模は
小さいかも知れないけれど、志と活動は地球
規模でなければならない。ワークショップで
図書館活動をしてきたことがお役に立てて良
かったと心底嬉しかった。
　昨年暮れに『世界がもし100人の村だった
ら』（池田香代子再話　C．ダグラス・ラミ
ス対訳　マガジンハウス）が出版された。地
球を100人の村に例えたこの本に次のような
ページがあった。「もしもあなたがいやがら
せや逮捕や拷問や死を恐れずに信仰や信条、
良心に従ってなにかをし、ものが言えるなら
そうではない48人より恵まれています」と。
図書館に何ができるのか考えながら新年にこ
の原稿を書いた。
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